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神小だより 第１号
令和６年４月２４日

穏やかな日差しの中、桜の花びらが舞う季節から新緑芽吹く季節が巡ってきました。令和６年度が始まり２週
間余り経ち、教室では気持ちも新たに、学び真っ盛りで、新学期をスタートしました。
このたび神領小学校長として着任いたしました村松由丈（むらまつよしたけ）と申します。

神領小学校のよき伝統を継承しつつ、時代の変化に対応した新たな試みに挑戦するなどし
て、さらに神小教育が充実できるよう教職員一丸となって努力してまいります。どうぞよろしく
お願い申しあげます。
さて、保護者の皆様におかれましては、お子様のご入学・ご進級、誠におめでとうございま

す。４月９日には１４名の新入生を迎え、全校児童が９１名でのスタートとなりました。子ども
たち一人ひとりが安心して登校し、たくさん学び、楽しく遊び、様々な活動に熱中して、自分の
成長を実感できる学校生活が送れるよう、保護の皆様や地域の皆様のご支援とご協力をい
ただきながら、子どもが主役となる学校づくりをしてまいります。

『当たり前のことが当たり前に』できる人に！
『凡事徹底（ぼんじてってい）』（当たり前のことが当たり前にできるという意）という言葉がありま

す。人が生きていく上で絶対に守らなければならないルールや相手を思いやる言動は、今も昔も変わることのな
い不易な「当たり前」ことであり、普遍的なものであると考えます。そのことを子供たちの実生活に照らし合わ
せてみると、生活のきまりはもとより「挨拶をする」、「人の話を聞く」などが当てはまります。これらのことは集団
で生活する上で、どれも当たり前にできなくてはならないことであり、どれもが相手を思いやり、相手の気持ち
を考えた心遣いの行動です。
何をするにしても、当たり前のことを当たり前にする行いには、常に『同じことを地道に繰り返す』ことが多く

あります。ですから、当たり前に行うことに、つまらなさを感じたりやる気が出なかったりします。時には「当たり
前」を疎ましく感じ嫌気がさしてしまうことも少なくありません。
しかし、日常の学校生活の中で何気ない当たり前の行動が、当たり前に

できることで生活力や学習力が高まきます。また、自然と人と人との心が通
じ合い、互いが互いを大切にできる力も育っていきます。さらに、やがてそれ
が、大きな力となり、学校生活や学習環境をより豊かなものにしていくこと
に繋がります。「『プロ』とは、高い技術を持っている（人）ことではなく、
当たり前のことを当たり前にできる（人）こと」の言葉が、そのことを物語
っています。
『当たり前のことが当たり前にできる人に！』との思いや願いを込めて、

始業式では、それぞれ進級した新２年生から６年生の子供たちに向けて、次
の５つのことについて話をしました。

自分の好きなところ 友だちのよいとこを見つける 明るい元気なあいさつ

人の話をしっかりと聴く 人を大切にする 神山を大切にする

新年度・新学年・新学期は、新たのコトに挑戦する絶好の機会であり、中身の濃い学校生活となる大きな節
目でもあります。この時だからこそ、子供たちにはしっかりと自分のために、人のために、いい汗をかいてほしい
です。私は、本校の子供たちが社会に出て自立し共生社会の中で豊かな人生を歩んでいくためにも、これまで
以上に「当たり前のことが当たり前にできる」を根底に、教職員が一丸となってを教育活動を展開していきま
す。

『人のために力が発揮できる』
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最高学年としてスタートした６年生

1年生にとって入学してすぐの頃は、環境の変化が大きく、初めてのことばかりで戸惑ってしまった
り、不安に感じたりして、自分の思うようにいかないことや、これまで当たり前にできていたことができ
なくて、自信をなくしてしまうこともあります。
そこで最強の6年生が登場！登校した1年生のお世話をします。早く学校生活に慣れるように『：：の

の力』を発揮して、1年生を強力サポートしています。本当に頼りになる頼もしい6年生です。
この1年間こうした経験を通して、神小のリーダーに、ひいては神山町のリーダーに成長してくれるも

のと期待しています！

相手のニーズに応えることができる 相手の立場に立って物事を考えられる 気配りができる

細かい部分に気がつくことができる 思いやりがある 共感力がある 傾聴力がある

協調性がある

教職員を紹介します！
令和６年度 教職員 よろしくお願いします。

本年度，８名の者が神領小学校に着任しました。
校 長 村松 由丈 村松 由丈 校長 （吉野川市川島小学校より）
教 頭 中岡 奈々 喜井 良江 教諭 （石井町石井小学校より）
わかすぎ学級１担任 秦 侑希 寺奥 久滋 教諭 （神山町広野小学校）
わかすぎ学級２担任 蔭山 祥子 森 由后 養護教諭 （石井町高川原小より）

〃 和田 美鈴 田村 杏子 教諭 （徳島市千松小学校）
１ 年 担 任 田村 杏子 秦 侑希 教諭 （徳島市佐古小学校）
２ 年 担 任 伊月 沙織 髙岡 裕 講師 （神山町神山中学校より）
３ 年 担 任 坂東 輝海 久保 舞 用務員 （新任）
４ 年 担 任 喜井 良江
５ 年 担 任 寺奥 久滋
６ 年 担 任 藤本 侑輔
講師（専科、T･T） 髙岡 裕
養護教諭 森 由后
主任主事 佐藤 勝重
用 務 員 久保 舞

※学校生活支援講師として、高橋靜代先生が、
毎週火・金曜日に来てくださいます。

※外国語活動は、ホワン先生が毎週火曜日と
水曜日に教えてくださいます。

※学力向上支援講師として、河上正信先生が、
毎週木曜日に来てくださいます。

「子どもたちのために学校を『夢耕場』に
する」を合い言葉に、神小教育に取り組んで
いきます。保護者の皆様のご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

令和６年度 神領小学校教育の概要については次のとおりです。

学校教育目標 夢と志にあふれ，心豊かにたくましく生きる子どもを育成する。

めざす子ども像① めざす子ども像② めざす子ども像③
思いやりの心をもち、周りの人と 学んだことを活かし、積極的に表現でき 新たなことに果敢に挑戦する、明る
関わる子のある子 る子 く元気な子

4月26日（金）開催のＰＴＡ総会にて、学校目標をもとに、「めざす子ども像」について保護者の皆
様と共通理解を図り、「子どもを主語にした」学びの実現に努めてまいります。
今年度も、各学級からは学級だよりを発行します。「神小だより」(学校だより)は校長が担当し、子

供の学校生活や活動の様子をお知らせしていきます。


